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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）において、第５世代（５Ｇ）新無線（ＮＲ）ワイヤレスアクセスに
よって前記ＵＥのロケーションをサポートするための方法であって、前記方法は、
　ロケーションサーバから第１のロングタームエボリューション（ＬＴＥ）測位プロトコ
ル（ＬＰＰ）メッセージを受信することと、ここにおいて、前記第１のＬＰＰメッセージ
は、ロケーション要求を備え、かつサービング５Ｇ基地局を介して受信される、
　前記第１のＬＰＰメッセージに基づいて少なくとも１つのロケーション測定結果を取得
することと、ここにおいて、前記少なくとも１つのロケーション測定結果は、無線アクセ
ス技術（ＲＡＴ）独立型位置決め方法についての測定結果、または発展型ユニバーサル地
上無線アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ）位置決め方法についての測定結果を備える、
　前記少なくとも１つのロケーション測定結果に基づいてロケーション情報を決定するこ
とと、
　前記ロケーションサーバに第２のＬＰＰメッセージを送ることと、ここにおいて、前記
第２のＬＰＰメッセージは、前記ロケーション情報を備え、かつ前記サービング５Ｇ基地
局を介して送られる、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記ロケーションサーバは、ロケーション管理機能（ＬＭＦ）を備える、請求項１に記
載の方法。
【請求項３】
　前記ロケーション情報は、前記ＵＥについてのロケーション推定を備える、請求項１に
記載の方法。
【請求項４】
　前記ロケーション情報は、前記少なくとも１つのロケーション測定結果を備える、請求
項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のＬＰＰメッセージは、ＬＰＰ要求ロケーション情報メッセージを備え、前記
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第２のＬＰＰメッセージは、ＬＰＰ提供ロケーション情報メッセージを備える、請求項１
に記載の方法。
【請求項６】
　前記少なくとも１つのロケーション測定結果は、前記ＲＡＴ独立型位置決め方法につい
ての前記測定結果を備え、前記ＲＡＴ独立型位置決め方法は、アシスト型全地球航法衛星
システム（Ａ－ＧＮＳＳ）、リアルタイムキネマティック（ＲＴＫ）、精密地点測位（Ｐ
ＰＰ）、差動Ａ－ＧＮＳＳ、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）、Ｂｌ
ｕｅｔｏｏｔｈ、センサ、またはそれらの任意の組み合わせを備える、あるいは、前記少
なくとも１つのロケーション測定結果は、前記Ｅ－ＵＴＲＡ位置決め方法についての前記
測定結果を備え、前記Ｅ－ＵＴＲＡ位置決め方法は、Ｅ－ＵＴＲＡに関する観測到着時間
差（ＯＴＤＯＡ）、またはＥ－ＵＴＲＡに関する拡張型セルＩＤ（ＥＣＩＤ）、またはそ
れらの任意の組み合わせを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ロケーションサーバから第３のＬＰＰメッセージを受信することをさらに備え、前
記第３のＬＰＰメッセージは、前記ＲＡＴ独立型位置決め方法または前記Ｅ－ＵＴＲＡ位
置決め方法のための補助データを備え、かつ前記サービング５Ｇ基地局を介して受信され
、前記少なくとも１つのロケーション測定結果を取得することは、前記補助データに基づ
く、
　請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記第３のＬＰＰメッセージは、ＬＰＰ提供補助データメッセージを備える、請求項７
に記載の方法。
【請求項９】
　前記サービング５Ｇ基地局に測定ギャップを求める要求を送ることと、
　測定ギャップ中に前記少なくとも１つのロケーション測定結果を取得することと、
　をさらに備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　測定ギャップを求める前記要求は、ＮＲ無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージを備え
る、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つのロケーション測定結果は、Ｅ－ＵＴＲＡに関する観測到着時間差
（ＯＴＤＯＡ）についての基準信号時間差（ＲＳＴＤ）測定結果を備え、
　前記サービング５Ｇ基地局にアイドル期間を求める要求を送ることと、
　前記アイドル期間中にＯＴＤＯＡ参照セルについてのＬＴＥタイミングおよびシステム
フレーム番号（ＳＦＮ）を取得することと、ここにおいて、測定ギャップを求める前記要
求は、前記ＬＴＥタイミングおよび前記ＳＦＮに基づく、
　をさらに備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ＯＴＤＯＡ参照セルは、Ｅ－ＵＴＲＡネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）中の発展型
ノードＢ（ｅＮＢ）のためのセル、または次世代無線アクセスネットワーク（ＮＧ－ＲＡ
Ｎ）中の次世代ｅＮＢ（ｎｇ－ｅＮＢ）のためのセルを備え、前記サービング５Ｇ基地局
は、前記ＮＧ－ＲＡＮ中にある、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記アイドル期間を求める前記要求は、ＮＲ無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージを
備える、請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　デバイスであって、
　ロケーションサーバから第１のロングタームエボリューション（ＬＴＥ）測位プロトコ
ル（ＬＰＰ）メッセージを受信するための手段と、ここにおいて、前記第１のＬＰＰメッ
セージは、ロケーション要求を備え、かつサービング第５世代（５Ｇ）基地局を介して受
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信される、
　前記第１のＬＰＰメッセージに基づいて少なくとも１つのロケーション測定結果を取得
するための手段と、ここにおいて、前記少なくとも１つのロケーション測定結果は、無線
アクセス技術（ＲＡＴ）独立型位置決め方法についての測定結果、または発展型ユニバー
サル地上無線アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ）位置決め方法についての測定結果を備える、
　前記少なくとも１つのロケーション測定結果に基づいてロケーション情報を決定するた
めの手段と、
　前記ロケーションサーバに第２のＬＰＰメッセージを送るための手段と、ここにおいて
、前記第２のＬＰＰメッセージは、前記ロケーション情報を備え、かつ前記サービング５
Ｇ基地局を介して送られる、
　を備える、デバイス。
【請求項１５】
　ユーザ機器（ＵＥ）に請求項１乃至１３のいずれか１項に記載の方法を実行させるため
の命令が組み込まれた非一時的コンピュータ可読媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２２】
　[0132]　従って、特許請求される主題は、開示されている特定の例に限定されないが、
そのような特許請求される主題はまた、添付される特許請求の範囲内に含まれる全ての態
様およびそれらの同等物を含み得ることが意図される。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[Ｃ１］
　ユーザ機器（ＵＥ）において、第５世代（５Ｇ）新無線（ＮＲ）ワイヤレスアクセスに
よって前記ＵＥのロケーションをサポートする方法であって、前記方法は、
　ロケーションサーバから第１のロングタームエボリューション（ＬＴＥ）測位プロトコ
ル（ＬＰＰ）メッセージを受信することと、ここにおいて、前記第１のＬＰＰメッセージ
は、ロケーション要求を備え、かつサービング５Ｇ基地局を介して受信される、
　前記第１のＬＰＰメッセージに基づいて少なくとも１つのロケーション測定結果を取得
することと、ここにおいて、前記少なくとも１つのロケーション測定結果は、無線アクセ
ス技術（ＲＡＴ）独立型位置決め方法についての測定結果、または発展型ユニバーサル地
上無線アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ）位置決め方法についての測定結果を備える、
　前記少なくとも１つのロケーション測定結果に基づいてロケーション情報を決定するこ
とと、
　前記ロケーションサーバに第２のＬＰＰメッセージを送ることと、ここにおいて、前記
第２のＬＰＰメッセージは、前記ロケーション情報を備え、かつ前記サービング５Ｇ基地
局を介して送られる、
　を備える、方法。
[Ｃ２］
　前記ロケーションサーバは、ロケーション管理機能（ＬＭＦ）を備える、Ｃ１に記載の
方法。
[Ｃ３］
　前記ロケーション情報は、前記ＵＥについてのロケーション推定を備える、Ｃ１に記載
の方法。
[Ｃ４］
　前記ロケーション情報は、前記少なくとも１つのロケーション測定結果を備える、Ｃ１
に記載の方法。
[Ｃ５］
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　前記第１のＬＰＰメッセージは、ＬＰＰ要求ロケーション情報メッセージを備え、前記
第２のＬＰＰメッセージは、ＬＰＰ提供ロケーション情報メッセージを備える、Ｃ１に記
載の方法。
[Ｃ６］
　前記少なくとも１つのロケーション測定結果は、前記ＲＡＴ独立型位置決め方法につい
ての前記測定結果を備え、前記ＲＡＴ独立型位置決め方法は、アシスト型全地球航法衛星
システム（Ａ－ＧＮＳＳ）、リアルタイムキネマティック（ＲＴＫ）、精密地点測位（Ｐ
ＰＰ）、差動Ａ－ＧＮＳＳ、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）、Ｂｌ
ｕｅｔｏｏｔｈ、センサ、またはそれらの任意の組み合わせを備える、あるいは、前記少
なくとも１つのロケーション測定結果は、前記Ｅ－ＵＴＲＡ位置決め方法についての前記
測定結果を備え、前記Ｅ－ＵＴＲＡ位置決め方法は、Ｅ－ＵＴＲＡに関する観測到着時間
差（ＯＴＤＯＡ）、またはＥ－ＵＴＲＡに関する拡張型セルＩＤ（ＥＣＩＤ）、またはそ
れらの任意の組み合わせを備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ７］
　前記ロケーションサーバから第３のＬＰＰメッセージを受信することをさらに備え、前
記第３のＬＰＰメッセージは、前記ＲＡＴ独立型位置決め方法または前記Ｅ－ＵＴＲＡ位
置決め方法のための補助データを備え、かつ前記サービング５Ｇ基地局を介して受信され
、前記少なくとも１つのロケーション測定結果を取得することは、前記補助データに基づ
く、
　Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ８］
　前記第３のＬＰＰメッセージは、ＬＰＰ提供補助データメッセージを備える、Ｃ７に記
載の方法。
[Ｃ９］
　前記サービング５Ｇ基地局に測定ギャップを求める要求を送ることと、
　測定ギャップ中に前記少なくとも１つのロケーション測定結果を取得することと、
　をさらに備える、Ｃ８に記載の方法。
[Ｃ１０］
　測定ギャップを求める前記要求は、ＮＲ無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージを備え
る、Ｃ９に記載の方法。
[Ｃ１１］
　前記少なくとも１つのロケーション測定結果は、Ｅ－ＵＴＲＡに関する観測到着時間差
（ＯＴＤＯＡ）についての基準信号時間差（ＲＳＴＤ）測定結果を備え、
　前記サービング５Ｇ基地局にアイドル期間を求める要求を送ることと、
　前記アイドル期間中にＯＴＤＯＡ参照セルについてのＬＴＥタイミングおよびシステム
フレーム番号（ＳＦＮ）を取得することと、ここにおいて、測定ギャップを求める前記要
求は、前記ＬＴＥタイミングおよび前記ＳＦＮに基づく、
　をさらに備える、Ｃ９に記載の方法。
[Ｃ１２］
　前記ＯＴＤＯＡ参照セルは、Ｅ－ＵＴＲＡネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）中の発展型
ノードＢ（ｅＮＢ）のためのセル、または次世代無線アクセスネットワーク（ＮＧ－ＲＡ
Ｎ）中の次世代ｅＮＢ（ｎｇ－ｅＮＢ）のためのセルを備え、前記サービング５Ｇ基地局
は、前記ＮＧ－ＲＡＮ中にある、Ｃ１１に記載の方法。
[Ｃ１３］
　前記アイドル期間を求める前記要求は、ＮＲ無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージを
備える、Ｃ１１に記載の方法。
[Ｃ１４］
　前記ロケーションサーバから第４のＬＰＰメッセージを受信することと、ここにおいて
、前記第４のＬＰＰメッセージは、前記ＵＥのＬＰＰ測位能力を求める要求を備え、かつ
前記サービング５Ｇ基地局を介して受信される、
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　前記ロケーションサーバに第５のＬＰＰメッセージを送ることと、ここにおいて、前記
第５のＬＰＰメッセージは、前記ＵＥがＮＲワイヤレスアクセスを有するとき、前記ＵＥ
の前記ＬＰＰ測位能力を備え、かつ前記サービング５Ｇ基地局を介して送られる、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１５］
　前記第４のＬＰＰメッセージは、ＬＰＰ要求能力メッセージを備え、前記第５のＬＰＰ
メッセージは、ＬＰＰ提供能力メッセージを備える、Ｃ１４に記載の方法。
[Ｃ１６］
　アクセス管理機能（ＡＭＦ）にインジケーションを送ることをさらに備え、前記インジ
ケーションは、前記ＵＥがＮＲワイヤレスアクセスによってＬＰＰをサポートするとのイ
ンジケーションを備え、前記ＡＭＦは、前記ロケーションサーバに前記インジケーション
を転送する、
　Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１７］
　前記第１のＬＰＰメッセージは、非アクセス階層（ＮＡＳ）トランスポートメッセージ
中で受信され、前記第２のＬＰＰメッセージは、ＮＡＳトランスポートメッセージ中で送
られる、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１８］
　第５世代（５Ｇ）新無線（ＮＲ）ワイヤレスアクセスを有するユーザ機器（ＵＥ）であ
って、
　ワイヤレス通信インターフェースと、
　メモリと、
　前記ワイヤレス通信インターフェースおよび前記メモリに通信可能に接続された処理ユ
ニットと、
　を備え、前記処理ユニットは、前記ＵＥに、
　　前記ワイヤレス通信インターフェースを使用して、ロケーションサーバから第１のロ
ングタームエボリューション（ＬＴＥ）測位プロトコル（ＬＰＰ）メッセージを受信する
ことと、ここにおいて、前記第１のＬＰＰメッセージは、ロケーション要求を備え、かつ
サービング第５世代（５Ｇ）基地局を介して受信される、
　　前記ワイヤレス通信インターフェースを使用して、前記第１のＬＰＰメッセージに基
づいて少なくとも１つのロケーション測定結果を取得することと、ここにおいて、前記少
なくとも１つのロケーション測定結果は、無線アクセス技術（ＲＡＴ）独立型位置決め方
法についての測定結果、または発展型ユニバーサル地上無線アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ）位
置決め方法についての測定結果を備える、
　　前記少なくとも１つのロケーション測定結果に基づいてロケーション情報を決定する
ことと、
　　前記ワイヤレス通信インターフェースを使用して、前記ロケーションサーバに第２の
ＬＰＰメッセージを送ることと、ここにおいて、前記第２のＬＰＰメッセージは、前記ロ
ケーション情報を備え、かつ前記サービング５Ｇ基地局を介して送られる、
　を行わせるように構成される、ＵＥ。
[Ｃ１９］
　前記処理ユニットは、前記ＵＥのためのロケーション推定を決定することによって、前
記ＵＥに前記ロケーション情報を決定することを行わせるようにさらに構成される、Ｃ１
８に記載のＵＥ。
[Ｃ２０］
　前記処理ユニットは、前記ＵＥに、前記ＲＡＴ独立型位置決め方法についての前記測定
結果を備える前記少なくとも１つのロケーション測定結果を取得することを行わせるよう
に構成され、前記ＲＡＴ独立型位置決め方法は、アシスト型全地球航法衛星システム（Ａ
－ＧＮＳＳ）、リアルタイムキネマティック（ＲＴＫ）、精密地点測位（ＰＰＰ）、差動
Ａ－ＧＮＳＳ、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔ
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ｈ、センサ、またはそれらの任意の組み合わせを備える、あるいは、前記処理ユニットは
、前記ＵＥに、前記Ｅ－ＵＴＲＡ位置決め方法についての前記少なくとも１つのロケーシ
ョン測定結果を取得することを行わせるように構成され、前記Ｅ－ＵＴＲＡ位置決め方法
は、Ｅ－ＵＴＲＡに関する観測到着時間差（ＯＴＤＯＡ）、またはＥ－ＵＴＲＡに関する
拡張型セルＩＤ（ＥＣＩＤ）、またはそれらの任意の組み合わせを備える、Ｃ１８に記載
のＵＥ。
[Ｃ２１］
　前記処理ユニットは、前記ＵＥに、
　前記ワイヤレス通信インターフェースを使用して、前記ロケーションサーバから第３の
ＬＰＰメッセージを受信することと、ここにおいて、前記第３のＬＰＰメッセージは、前
記ＲＡＴ独立型位置決め方法または前記Ｅ－ＵＴＲＡ位置決め方法のための補助データを
備え、かつ前記サービング５Ｇ基地局を介して受信される、
　前記補助データに基づいて、前記少なくとも１つのロケーション測定結果を取得するこ
とと
　を行わせるようにさらに構成される、Ｃ１８に記載のＵＥ。
[Ｃ２２］
　前記処理ユニットは、前記ＵＥに、ＬＰＰ提供補助データメッセージを備える前記第３
のＬＰＰメッセージを受信することを行わせるようにさらに構成される、Ｃ２１に記載の
ＵＥ。
[Ｃ２３］
　前記処理ユニットは、前記ＵＥに、
　前記ワイヤレス通信インターフェースを使用して、前記サービング５Ｇ基地局に測定ギ
ャップを求める要求を送ることと、
　測定ギャップ中に前記少なくとも１つのロケーション測定結果を取得することと、
　を行わせるようにさらに構成される、Ｃ２２に記載のＵＥ。
[Ｃ２４］
　前記処理ユニットは、前記ＵＥに、ＮＲ無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージを使用
して測定ギャップを求める前記要求を送ることを行わせるように構成される、Ｃ２２に記
載のＵＥ。
[Ｃ２５］
　前記少なくとも１つのロケーション測定結果は、Ｅ－ＵＴＲＡに関する観測到着時間差
（ＯＴＤＯＡ）についての基準信号時間差（ＲＳＴＤ）測定結果を備え、前記処理ユニッ
トは、前記ＵＥに、
　前記ワイヤレス通信インターフェースを使用して、前記サービング５Ｇ基地局にアイド
ル期間を求める要求を送ることと、
　前記アイドル期間中にＯＴＤＯＡ参照セルについてのＬＴＥタイミングおよびシステム
フレーム番号（ＳＦＮ）を取得することと、
　測定ギャップを求める前記要求を前記ＬＴＥタイミングおよび前記ＳＦＮに基づくよう
にすることと
　を行わせるように構成される、Ｃ２２に記載のＵＥ。
[Ｃ２６］
　前記処理ユニットは、前記ＵＥに、
　前記ワイヤレス通信インターフェースを使用して、前記ロケーションサーバから第４の
ＬＰＰメッセージを受信することと、ここにおいて、前記第４のＬＰＰメッセージは、前
記ＵＥのＬＰＰ測位能力を求める要求を備え、かつ前記サービング５Ｇ基地局を介して受
信される、
　前記ワイヤレス通信インターフェースを使用して、前記ロケーションサーバに第５のＬ
ＰＰメッセージを送ることと、ここにおいて、前記第５のＬＰＰメッセージは、前記ＵＥ
がＮＲワイヤレスアクセスを有するとき、前記ＵＥの前記ＬＰＰ測位能力を備え、かつ前
記サービング５Ｇ基地局を介して送られる、
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　を行わせるようにさらに構成される、Ｃ１８に記載のＵＥ。
[Ｃ２７］
　前記処理ユニットは、前記ＵＥに、
　前記ワイヤレス通信インターフェースを使用して、アクセス管理機能（ＡＭＦ）にイン
ジケーションを送ることを行わせるようにさらに構成され、前記インジケーションは、前
記ＵＥがＮＲワイヤレスアクセスによってＬＰＰをサポートすることを示し、前記ＡＭＦ
は、前記ロケーションサーバに前記インジケーションを転送する、
　Ｃ１８に記載のＵＥ。
[Ｃ２８］
　デバイスであって、
　ロケーションサーバから第１のロングタームエボリューション（ＬＴＥ）測位プロトコ
ル（ＬＰＰ）メッセージを受信するための手段と、ここにおいて、前記第１のＬＰＰメッ
セージは、ロケーション要求を備え、かつサービング第５世代（５Ｇ）基地局を介して受
信される、
　前記第１のＬＰＰメッセージに基づいて少なくとも１つのロケーション測定結果を取得
するための手段と、ここにおいて、前記少なくとも１つのロケーション測定結果は、無線
アクセス技術（ＲＡＴ）独立型位置決め方法についての測定結果、または発展型ユニバー
サル地上無線アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ）位置決め方法についての測定結果を備える、
　前記少なくとも１つのロケーション測定結果に基づいてロケーション情報を決定するた
めの手段と、
　前記ロケーションサーバに第２のＬＰＰメッセージを送るための手段と、ここにおいて
、前記第２のＬＰＰメッセージは、前記ロケーション情報を備え、かつ前記サービング５
Ｇ基地局を介して送られる、
　を備える、デバイス。
[Ｃ２９］
　前記ロケーション情報は、前記デバイスに関するロケーション推定を備える、Ｃ２８に
記載のデバイス。
[Ｃ３０］
　ユーザ機器（ＵＥ）に、第５世代（５Ｇ）新無線（ＮＲ）ワイヤレスアクセスによって
前記ＵＥのロケーションをサポートすることを行わせる命令を組み込んだ非一時的コンピ
ュータ可読媒体であって、前記命令は、前記ＵＥの処理ユニットによって実行されたとき
、前記ＵＥに、
　ロケーションサーバから第１のロングタームエボリューション（ＬＴＥ）測位プロトコ
ル（ＬＰＰ）メッセージを受信することと、ここにおいて、前記第１のＬＰＰメッセージ
は、ロケーション要求を備え、かつサービング５Ｇ基地局を介して受信される、
　前記第１のＬＰＰメッセージに基づいて少なくとも１つのロケーション測定結果を取得
することと、ここにおいて、前記少なくとも１つのロケーション測定結果は、無線アクセ
ス技術（ＲＡＴ）独立型位置決め方法についての測定結果、または発展型ユニバーサル地
上無線アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ）位置決め方法についての測定結果を備える、
　前記少なくとも１つのロケーション測定結果に基づいてロケーション情報を決定するこ
とと、
　前記ロケーションサーバに第２のＬＰＰメッセージを送ることと、ここにおいて、前記
第２のＬＰＰメッセージは、前記ロケーション情報を備え、かつ前記サービング５Ｇ基地
局を介して送られる、
　を行わせる、非一時的コンピュータ可読媒体。
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